
入 本L公 告 (建設工事 )

次のとおリー般競争入札に付します。

第 73号 令和 8年 9月 1日
契約担当官
航空自衛隊第 5航空団
会計隊長 古地 宗則

(公印省略)
工事概要

(1)工 事 名 防水改修工事
(2)工事場所 航空自衛隊下甑島分屯基地
(3)工  期 契約締結日～令和 9年 3月 31日
(4)本工事は、工事費内訳明細書の提出を義務付ける工事である。
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2 競争参加資格
(1)予算決算及び会計令 (昭和 22年勅令第 165号。以下「予決令」という。 )
第 70条及び第 71条の規定に該当しない者であること。
(2)防衛省における令和 7・ 8年度一般競争 (指名競争)参加資格 (以下「防衛省競
争参加資格」という。)の うち、「建築一式」、「塗装」、「防水」、「建具」で級
別の格付を受けていること。 (会社更生法 (平成 14年法律第 154号)に基づき
更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法 (平成 11年法律第 225
号)に基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手続開始の決定
後、再度級別の格付を受けていること。 )

(3)会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基
づき再生手続開始の申立てがなされている者 ((2)の再度級別の格付を受けた者を除

く。)でないこと。
(4)防衛省競争参加資格の「建築―式」、「塗装」、「防水」、「建具」に係る等級 (防
衛省競争参加資格の資格審査結果通知書 (以下「資格審査結果通知書」という。)
の記 3の等級)が A～ D等級、A～ C等級であること。
(5)一般競争参加資格確認申請書 (以下「申請書」という。)、 申請書記載の競争参加
資格確認資料 (以下「資料」という。)及び資格審査結果通知書の提出期限の日か
ら開札の時点までの期間に、熊本防衛支局から、工事請負契約等に係る指名停止等
の措置要領について (防整施 (事)第 150号 28.3.31)に 基づく指名停止を
受けていないこと。
(6)入札に参加しようとする者の間に資本関係、人的関係又はそれらと同視しうる関
係がないこと (資本関係又は人的関係がある者のすべてが共同企業体の代表者以外
の構成員である場合を除く。)。
(7)都道府県警察から暴力団関係業者として防衛省が発注する工事等から排除するよ
う要請があり、当該状態が継続している有資格業者でないこと。

(8) 情報保全に係る履行体制について懸念が存在する者又は業務従事者若しくは親
会社等の国籍その他これに類するものが、発注者との契約に違反する行為を求めら

れた場合に、これを拒む権利を実効性をもって法的に保証されない国又は地域に該

当する者及び国連安保理決議において労働許可を提供しないことが決定されている

国又は地域に該当する者は入札参加を認めない。



3 入札手続等
(1)担 当部隊等
〒889-1492 宮崎県児湯郡新富町大字新田 19581
航空自衛隊第 5航空団 (新田原基地)会計隊契約班 木下
TEL 0983-35-1121(内 線 5735)
FAX  098 3-35-1 805

(2)入札説明書等の交付
ア 交付期間
令和 8年 9月 1日 から令和 8年 9月 15日 まで (行政機関の休日に関する法律
(昭和 63年法律第 91号)第 1条第 1項に規定する行政機関の休日 (以下「行
政機関の休日」という。)を除く。)の毎日、午前 8時 15分から午後 5時
イ 交付場所
(1)に 同じ

ウ 交付書類
入札説明書、仕様書、申請書、資料、その他、契約担当官が必要と認めるもの。

工 交付方法
手交又は郵送

なお、仕様書については、公告とともに公示している場合は、新田原基地ホー

ムページの調達情報から入手可能である。

(3)申請書、資料及び資格審査結果通知書の提出期限等
ア 提出期限
令和 8年 9月 15日  午後 5時 00分

イ 提出方法
持参又は郵送

(4)入札書等の提出期限等
ア 提出期限
令和 8年 10月 2日  午後 5時 00分
イ エ事費内訳明細書の提出
工事費内訳明細書についても、入札書と同時に提出するものとする。

ウ 提出方法
持参又は郵送等
入札書及び工事費内訳明細書を各々封筒に入れて封かんし、入札書を入れた封

筒の表に「入札書在中」と朱書きする。さらにこれらを 1つの封筒に入れて封か
んし、封筒の表に工事名、開札日時及び商号又は名称を記載の上、提出する。ま

た、一般競争参加資格確認通知書 (入札説明書第 6項第4号に示すもの)又はそ
の写しを提示する。
(5)開札の日時及び場所
ア 日時
令和 8年 10月 16日  午前 10時 00分
イ 場所
航空自衛隊新田原基地司令部庁舎 lF入札室

4 その他
(1)手続において使用する言語及び通貨 日本語及び 日本国通貨に限る。



(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

免除
契約保証金

免除。ただし、落札者は、公共工事履行保証証券、又は履行保証保険契約に係る

証券による保証を付するものとする。 (契約不適合特約 (1年間)を付したものに
限る。)こ の場合の保証金額は、請負代金額の 10分の 1(予決令第86条の調査
を受けた者との契約については 10分の3)以上とする。
入札の無効

次に掲げる入札は無効とする。
ア 本公告に示した競争参加資格のない者のした入札
イ 申請書、資料を含む提出書類に虚偽の記載をした者のした入札
ウ 入札に関する条件に違反した入札
落札者の決定方法

予決令第 79条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低の価
格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。ただし、落札者となるべき者の

入札価格によっては、その者により当該契約の内容に適合した履行がなされないお

それがあると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩

序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認められるときは、予定

価格の制限の範囲内の価格をもって入札した他の者のうち、最低の価格をもって入

札した者を落札者とすることがある。

落札者となるべき者の入札価格が予決令第 85条の規定に基づいて作成された基
準 (以下「調査基準価格」という。)を下回っている場合は、予決令第 86条の調査
(以下「低入札価格調査」という。)を行うので、協力しなければならない。
入札後、契約を締結するまでの間に、都道府県警察から暴力団関係者として防衛

省が発注する工事等から排除するよう要請があり、当該状態が継続している有資格

者とは契約を行わない。

契約書作成の要否

要

適用する契約条項

本工事は、航空自衛隊標準契約条項建設工事請負契約条項、適用契約条項及び暴

力団排除に関する特約条項 (工事契約書)を適用する。
資料のヒアリングを行う場合がある。

関連情報を入手するための照会窓口

3(1)に同じ。
競争参加資格の級別の格付を受けていない者の参加

2(2)に掲げる競争参加資格の級別の格付を受けていない者も3(3)に より申請書
及び資料を提出することができるが、競争に参加するためには、開札の時において

当該資格の格付を受け、かつ、競争参加資格の確認を受けていなければならない。

本工事は、現場閉所により週休 2日 を確保する「完全週休 2日 制工事 (土 日)」 の

試行対象工事である。

詳細は、入札説明書による。

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)



別紙様式第 1

(用紙A4)

一 般 競 争 参 加 資 格 確 認 申 請 書

令和  年  月  日

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団

会計隊長 古地 宗則 殿

住    所
商号又は名称

代 表 者 氏 名

令和 8年 9月 1日 付で入札公告のありました、防水改修工事に係る競争参加資格につ
いて確認されたく、下記の書類を添えて申請します。

なお、予算決算及び会計令 (昭和 22年勅令第 165号)第 70条の規定に該当する
者でないこと及び添付書類の内容について事実と相違ないことを誓約します。

記

1 入札説明書 6(3)ア に定める同種の工事の施工実績を記載した書面
2 入札説明書6(3)イ に定める配置予定の技術者の資格等を記載した書面
3 入札説明書 6(3)工 に定める契約書の写し
4 入札説明書 6(3)ウ に定める工程表を記載した書面

以  上



別紙様式第 2

(用紙A4)
同 種 の 工 事 の 施 工 実 績

注 :1 必ず同種工事が確認できる内容で記載のこと。
2 CORINS登録の有無について、いずれかに○を付す。 「有」に○を付した場合
は、CORINSの登録番号を記載すること。 「無」に○を付した場合は契約書の写

しを添付すること。

3 記載する工事が、平成 13年 12月 25日 以降に完成した防衛省発注機関 (防
衛施設局及び防衛施設支局を含む。)の発注した工事の場合は、当該工事に係
る施工成績評定通知書又は工事成績評定通知書等の写しを添付すること。ただ

し、成績評定が行われなかった場合は、添付は要しない。

′ ヽ

工  事  名

発 注 機 関 名

工 事 場 所
(都道府県名、市町村名を記入する。)

(百万円単位で記入する。)

工 期
年  月～ 年  月

工

事

猛

称

等
受 注 形 態 等

単体/JV(出 資比率 )

規 模 ・ 寸 法

(市街地・軟弱地質等)

工

事

概

要

そ  の  他

CORINS登録の有無 有 (CORINS登録番号 丑
ヽ

|

1契
約 金 額

|

|

|

1構 造 形 式

|

1使
用機材・数量

lffir+^t+



別紙様式第 3

(用紙A4)
配 置 予 定 の 技 術 者

注 :1 必ず同種工事が確認できる内容で記載のこと。
2 CORINS登録の有無について、いずれかに○を付す。 「有」に○を付した場合
は、CORINSの登録番号を記載すること。「無」に○を付した場合は契約書の写し

を添付すること。

3 記載する工事が、平成 13年 12月 25日 以降に完成した防衛省発注機関 (防
衛施設局及び防衛施設支局を含む。)の発注した工事の場合は、当該工事に係
る施工成績評定通知書又は工事成績評定通知書等の写しを添付すること。ただ

し、成績評定が行われなかった場合は、添付は要しない。

∠、

項
口
目 主任技術者又は監理技術者

氏
κ′
イコ

一
す終 歴月;て (学校名、学科名及び卒業年次を記入する。 )

法 令 に よ る

資 格  ・ 免 許

(施工管理技士、建築士等の名称及び取得年月日
、監理技術者資格の取得年月日、登録番号及び登
録会社並びに監理技術者講習の取得年月日及び修
了証番号を記入する。)

工   事   名

発 注 者 名

(都道府県名、市町村名を記入する。 )工 事 場 所

契 約 金 額 (百万円単位で記入する)

工 期 年  月 年  月

(現場代理人、主任 (監理)技術者等の名称 )従 事 役 職

工 事 内 容

工事概要

CORINS登録 の有無 有 (CORINS登録番号 )
住
小

工  事  名

発 注 者 名

工 期 年   月 年  月

従 事 役 職 (現場代理人、主任 (監理)技術者等の名称)

本工事と重複する

場合の対応措置

申請時に

おける他

工事の従

事状況等

有 (CORINS登録番号 霊

|

ICORINS登
録の有無



別紙様式第 4

(用紙A4)

工  程  表
工事名

会社名

項

目

早

位

数

〔ユ
コ巳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

10 20 1020 10 20 10 20 10 2() 10 20 10 2(〕 10 20 1020 1020 1020

■工程管理に対する技術的所見

|

10 20

|

| |
| |
| |

||
|

|

|

| | |
| |

|| |

|‖

|

|

|

|||



別 紙 様 式 第 5

令和  年   月   日

誓 約 書

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団
会計隊長 古地 宗則

住  所
商号又は名称

代表者氏名

弊社は、過去 5年間に防衛省発注の工事 (業務)を完成 (完了)・ 引渡ししております
が、その際、契約条項に則り守秘義務に努めておりました。今回本工事 (業務)を受注
する際には、過年度の契約と同様に、契約条項に則り守秘義務に努めること、また、契

約を履行する一環として収集、整理、作成等した一切の成功については、発注者の同意

なく、代表権を有する者、役員 (持分会社にあっては社員を含む。)、 管理職員等であっ

ても、その取扱いを認められた者以外の者はこれに接しないこと、及び、職務上の下級

者等に対してその提供を要求しないなど、情報の保全に万全を期すこと、あわせて、本

業務に従事する業務従事者若しくは親会社等の国籍その他これに類するものが、発注者

との契約に違反する行為を求められた場合に、これを拒む権利を実効性をもって法的に

保障されない国又は地域に該当する者及び国連安保理決議において労働許可を提供しな
いことが決定されている国又は地域に該当する者でないことを誓約いたします。



別 紙 様 式 第 6

令和  年   月   日

誓 約 書

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団
会計隊長 古地 宗則 殿

住  所
商号又は名称

代表者氏名

弊社は、本工事 (業務)を受注する際には、契約条項に則り守秘義務に努めること、ま
た、契約を履行する一環として収集、整理、作成等した一切の情報については、発注者
の同意なく、代表権を有する者、役員 (持分会社にあっては社員を含む。)、 管理職員等

であっても、その取扱いを認められた者以外の者はこれに接しないこと、及び、職務上

の下級者等に対してその提供を要求しないなど情報の保全に万全を期すこと、あわせて、

本業務に従事する業務従事者若しくは親会社等の国籍その他これに類するものが、発注

者との契約に違反する行為を求められた場合に、これを拒む権利を実効性をもって法的

に保障されない国又は地域に該当する者及び国連安保理決議において労働許可を提供し

ないことが決定されている国又は地域に該当する者でないことを誓約いたします。



別紙様式第7

業務従事者一覧

監理 (主
任・管理 )
技術者

氏名

所属

役職

学歴

職歴

業務経験

研修実績その他の経歴

専門的知識その他の知見

資格

母国及び外国語能力

国籍その他文化的背景

業績等

現場代理
人

氏名

所属

役職

学歴

職歴

業務経験

研修実績その他の経歴



専門的知識その他の知見

資格

母国語及び外国語能力

国籍その他文化的背景

業績等

担当技術
者

氏名

所属

役職

学歴

職歴

業務経験

研修実績その他の経歴

専門的知識その他の知見

資格

母国語及び外国語能力

国籍その他文化的背景

業績等

注 1 不要な行は削除すること。

2 記載する内容が特にない項目は、「特になし」と記載すること。
3 内容を証明する資料は不要。自己申告で良い。



注

別紙様式第8

取扱い制限 1青報に関する社内規則

1 いずれかの「□」に「■」を付す。

2 社内規則若しくはそれに類する資料がある場合は、その写しを提出する。

3 社内規則及びそれに類する資料がない場合は、別に定める申請書を提出する。

項 目 内容

取扱い制限情報に
関する社内規則

□ 社内規則がある

□ 社内規則に類する資料がある

□ 社内規則及びそれに類する資料がない



注

別紙様式第9

指導・監督・業務支援・助言・監査等を行う者一覧

1 不要な行は削除すること。

2 親会社にさらに親会社が存在する場合は、全ての親会社について記載すること。

3 内容を証明する資料を提出すること。HP等出来合いの資料で可

親会社

会社名

代表者名及び国籍

本社所在地

地域統括会社

会社名

代表者名及び国籍

本社所在地

ブランド・ライセ
ンサー

会社名

代表者名及び国籍

本社所在地

フランチャイ
ザー

会社名

代表者名及び国籍

本社所在地

コンサルタント

会社名

代表者名及び国籍

本社所在地

親会社等が存在しない。



注

別紙様式第10

取扱い制限情報が親会社等への報告対象でないことがわかる資料

項 目 内容

取扱い制限情報に
関する資料

□ 報告、共有又はその他情報提供の対象とならないことが明記
された資料がある

□ 上記に類する資料がある

□ 資料がない

1 いずれかの「□」に「■」を付す。

2 資料がある場合は、その写しを提出する。

3 資料がない場合は、別に定める申請書を提出する。



年  月  日

申 出 書

契約担当官

航空自衛隊第5航空団

会計隊長 古地 宗則 殿

住    所
商    号
代 表 者 氏 名

電 話 番 号

弊社は、顧客との契約に基づき取扱いを制限された情報については、親会社、地域統括会
社、ブランド・ライセンサー、フランチャイザー、コンサルタント等の指導、監督、業務支援、助
言、監査等を行う者であっても、当該契約に基づき、報告、共有又はその他情報提供の対象と
ならないことを申し出ます。

親会社 (商号又は名称・代表者氏名)

地域統括会社 (商号又は名称・代表者氏名)

ブランド・ライセンサー (商号又は名称・代表者氏名)

フランチャイザー (商号又は名称・代表者氏拓)

コンサルタント(商号又は名称・代表者氏名)

※別紙様式第5の一覧表に示した者全ての名称等を記載すること。

※上に記載した親会社、地域統括会社、ブランド・ライセンサー、フランチャイザ
ー及びコンサルタントから、この申出内容に関する真正性を確保できる資料を提出
すること。



年  月  日

申 出 書

契約担当官

航空自衛隊第5航空団

会計隊長 古地 宗則 殿

弊社は、顧客との契約に基づき取扱いを制限された情報については、代表権を有する
者、役員 (持分会社にあっては社員を含む。)、 管理職員等であっても、当該契約に基
づきその取扱いを認められた者以外の者はこれに接しないこと、また、職務上の下級者
等に対してその提供を要求しないことを申し出ます。

代表者 (氏名)

役員 (氏名)

※履歴事項全部証明書に記載のある役員全ての氏名を記載すること。

※履歴事項全部証明書の写しを提出すること。

※上に記載した代表者及び役員から、この申出内容に関する真正性を確保できる
資料を提出すること。

所

号

名

号

氏

番

者

‥

表

一計

住

商

代

電



数量 単 価 金 額 備  考単位

式

品 名 (件名)

防水改修工事

市価調査書

契約担当官

航空自衛隊第5航空団

会計隊長 古地 宗則 殿

令  和  8 年  10 月  2 日

住所、会社名、代表者名

工 契約締結日～令和9年 3月 31日 工 事 場 所 航空自衛隊下甑島分屯基地

規 IⅢ

内訳書のとおり

以下余白

=大壮 (見積)金額
¥



内 訳 書

摘  要 数量 単位 単 価 金 額
′■ |  =」′,

ν円 /ラ名  称

建築工事

1仮設工事

塗装改修 341.7 m(1)昇樹|」 し

(2)養生 塗装改修 341.7 nl

rn(3)整理清掃後片付け 塗装改修 341.7

868.6 lγl(4)枠組本足場 900枠

nl(5)災害防止 ネット 868.6

(6)仮設材運搬 4t積 7.2 Ｆ

¨

式(7)アスベスト養生

小 計

2撤去工事

166.3 111(1)既存塗膜除去 屋ホit 鉄鋼面

87.5 m(2)既存塗膜除去 外壁  コンクリー ト面

339.9 nl(3)既存塗膜除去 外壁 ALCパネル面

624.3 m(4)シーリング撤去

8.0 rn(5)アスベスト除去

小 計

3防水工事
10mm以 下 87.6 m(1)シーリング

15mm以」二20mm以
~F
536.7 m(2)シーリング

20mu-30nrn nl(3)ALCパネル補修

〈4)クラック部補修 61 m

小 計

4建具工事

建具撤去及び設置 ステンレス扉 2.0 力所

小 計

5塗装工事

(1)塗膜防水塗装 屋根 鉄鋼面 554.4 ．′ｍ

(2)塗膜防水塗装 外壁  コンクリー ト面 87.5 ln

(3)塗膜防水塗装 外壁 札Cバネル面 339.9 m

(4)仕上塗装 屋根 鉄鋼面 554.4 111

(5)仕上塗装 外壁 コンクリー ト面 87.5 m

(6)仕上塗装 外壁 ALCパネル面 339.9 rn

小 計

■■|■
■■|■

■■|■
■■|■

■■|■

一一

■■



内 訳 書

金 額
′μ■ ・ lz
りH´ ち名  称 摘  要 数 量 :il位 l:`価

6発生材処理

産業廃棄物
1・

Iヽ

直接工事費
■

―
〓

ロ

〈

ロ

ト
工ヽ直接 [事費

{'
Iヽうち材料費

― ト

,ヽうち労務費

計

共通費

共通仮設費
‐

'ヽ

現場管理費
+
'ヽ

うち建退共制度の掛金
+
工ヽ

式

工事原価のうち現場労働
者の法定福利費の事業主負
担額

●

工ヽ
工事原価のうち安全衛生

経費

ト
,ヽ一般管理費等

計

式I♯価格

以下余白
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令和 8年  月   日

契約担当官
航空自衛隊第5航空団
会計隊長  古地 宗則 段

住    所
商号又は名称
代表者 氏名

工 事 費 内 訳 明 細 書

工 事 件 名 :防水改修工事

工事内訳

数 量 単 位 金   額 備 考名  称

直接 l●F費 式

うち材料費 式

うち労務費 式

〓
一ロ

共通費

・ t共通仮設費

式現場管理費

うち建退共制度の掛金 式

工事原価のうち現場労働者の法定福利費
の事業主負担額

式

式工事原価のうち安仝衛生経費

―般管理費等 式

言|‐

工事価格 式

■
■
■



細目別内訳

名  称
'

摘  要 数 量 単位 単 価 金 額
′L ・ 14
υm 与́

建築工事

1仮設11事

(1)墨出し 塗装改修 341.7 m

(2)養生 塗装改修 341.7 ln

(3)整理清掃後片付け 塗装改修 3′11.7 rn

(4)枠組本足場 900本午 868.6 in

(5)災害防止 ネット 868.6

(6)仮設材運搬 4t積 7.2

(7)アスベスト養生 1

/1 計

2撤去工事

(1)既存塗膜除去 屋根 鉄鋼面 166.3 in

(2)既存塗膜除去 外壁  コンクリー ト面 87.5 111

(3)既存塗膜除去 外壁 ALCバ ネル面 339.9 nl

(4)シーリング撤去 624.3 nl

(5)アスベスト除去 ln

小 計

3防水工事

(1)シーリング 10mm以 下 87.6 m

(2)シーリング 15m以上20m以下 536.7 m

(3)ALCパネル補修 201Ш】～30皿」 2 i11

(4)クラック部補修 61 m

小 計

4建具工事

建具撤去及び設置 ステ ンレス扉 2.0 力所

小 言|‐

以下余白
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細目別内訳

名  称 摘  要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

5塗装工事

(1)塗膜防水塗装 屋†lt 鉄鋼面 554.4 nl

(2)塗膜防水塗装 外壁  コンク リー ト面 87.5 !nl

〈3)塗膜防水塗装 外壁 ALCパネル面 339.9 m

(4)仕上塗装 |・ :|」 t  ,‐ =■   | 554.4 rn

(5)仕上塗装 外壁 コンクリー ト面 87.5

(6)仕上塗装 外壁 ALCパネル面 339.9 rn

ノ1ヽ  言|

6発生材処理

産業廃来物 1
+
'ヽ
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入  本L 書

工事名 (業務の名称):防水改修工事

入札金額 :¥

上記の金額をもって工事に係る入札及び契約心得・契約条項を承諾の上、入札します。

令和 8年 10月 16日

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団

会計隊長 古地 宗則 殿

住    所
商号又は名称

代 表 者 氏 名

代 理 人 氏 名

注 :金額、月日等の数字は算用数字で明確に記載すること。



令和 8年 10月 16日

委  任   状

受任者

営業所等名

役   職
氏   名

私は上記の者を代理人と定め、下記工事 (業務)の入札・見積に関する権限を委任し

ます。

記

工事名 (業務の名称):防水改修工事

委任者

住   所
商号又は名称

役   職
代表者氏名

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団

会計隊長 古地 宗則 殿



仕  様  書

1 件  名  : 防水改修工事
2 工事場所  : 航空自衛隊 下甑島分屯基地
3 工事概要  : 屋根及び外壁防水改修
4 工事内容及び数量 (基準)
施工場所 施工内容 仕様等 数量 単位

#92

屋根塗膜防水塗装 折板屋根 塗膜防水材
JIS A 6021

554. 4 in

外壁塗膜防水塗装 RC造 塗膜防水材
JIS A 6021

87. 5 rn

外壁塗膜防水塗装 ALCハネル

塗膜防水材

JIS A 6021

339. 9 rn

外壁クラック補修 Uカ ットシール

ポ リウレタン系

JIS A 5758  PU-2

(アスベス ト レベル 3)

約 61

(内アスベス ト

含 有 26. 4)

n■

屋根仕上塗装 シリコン樹脂塗料

JIS K 5659

日塗工番号 35-50H

色記号 5GY5/4

554. 4 nl

外壁仕上塗装 RC造

建築用仕上げ塗材

JIS A 6909

日塗工番号 35-50H

色記号 50Y5/4

8 7.  5 in

外壁仕上塗装 ALCハネ ル

建築用仕上げ塗材

JIS A 6909

日塗工番号 35-50H

色記号 5GY5/4

339. 9 1■1

建具改修 扉 カバーエ法 2 力所

各種 日地、建具周

囲シー リング

変性シリコーン系

JIS A 5758  MS-2

624. 3

ALCパネル欠損部

補修

左官工法 2 in

|

rn



5 -般 共通事項
(1)準拠図書等
本工事は、本仕様書によるほか、次の関係規定により施工するものとする。

ア 国土交通省大臣官房官庁 「公共建築工事標準仕様書」
イ 国土交通省大臣官房官庁 「公共建築改修工事標準仕様書」
ウ 国土交通省大臣官房官庁 「公共建築設備工事標準図」
工 国土交通省大臣官房官庁 「営繕工事写真撮影要領」
オ 国土交通省大臣官房官庁 「建築保全業務共通仕様書」
力 防衛省制定「土木工事共通仕様書」
キ その他関連法規
(2)提出書類
工事に必要な書類は、監督官の指示する様式により遅滞なく提出するものと

する。

(3)工事工程表
ア 請負業者は、工事の着工に先立ち工事工程表を作成 し監督官に提出するも
のとする。

イ エ事工程表を変更する必要が生じた場合は、当該部分の施工に先立ち、監
督官の承認を受け修正するものとする。

(4)施工計画書
請負業者は、総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し監督官に提出する

ものとする。

(5)施工図
ア 請負業者は、工事の着工に先立ち施工図を作成 し監督官に提出するものと
する。

イ 現場の収まり、取 り合いの関係で設計図書によることが困難または不都合
な場合は、監督官と協議の上、新たに施工図を作成 し、監督官の承認を受け

修正するものとする。

(6)材料の品質等
ア 本工事に使用する材料等は事前に監督官の検査を受けなければならない。
また、必要に応 じ公共建築改修工事標準仕様書によるほか設計図書に定める

所要の品質及び性能の証明となる資料を監督官に提出し確認を受けるものと

する。

イ 検査において不合格となった材料等については、直ちに現場外へ搬出する
とともに良品と交換 し、再検査を受けるものとする。

(7)工事の記録等
ア 請負業者は、次の (ア)から(ウ)のいずれかに該当する場合、施工の記録、工
事写真、見本等を整備するものとする。

(ア)施 工によつて隠蔽 される等、後 日の目視による検査が不可能な場合又は



容易でない部分の施工を行 う場合

(イ)一 工程の施工を完了した場合
(ウ)設 計図書に定められた施工の確認を行った場合
イ エ事写真の撮影は、当該工事に関する部分以外の撮影を禁止する。写真は、
施工前、施工中、施工後及び施工に際 し隠蔽 となる箇所、使用材料等を撮影

し、カラー印刷にてアルバム (A4版)に整理の上、提出するものとする。
ウ エ事の施工に際し、試験を行った場合は、直ちに記録するものとする。
(8)監督検査
ア 監督・検査については、契約担当官が定める監督・検査事務処理要領によ
り実施するものとする。

イ エ事の既設部分検査、中間検査及び完成検査に当たっては現場代理人の立
会を要するものとする。

ウ 請負業者は、次の (ア)か ら (ウ)に示す要件を全て満たした場合、工事完成通
知書及び工事完成検査願を提出の上、完成検査を受けるものとする。

(ア)設 計図書に示す全ての工事が完了していること。
(イ)監 督官から是正を受けた事項について、全て完了していること。
(ウ)仕 様書に定められた提出書類の整備が全て完了していること。
工 検査で不合格となった箇所については速やかに是正 し、再度検査を受けな
ければならない。

(9)発生材 (有価物)及び産業廃棄物の処理等
ア 発生材は監督官が指示する場所に整理集積 し、材質ごとに重量を計測後、
発生材調書を添えて引き渡すものとする。

イ 撤去に伴 う産業廃棄物は、請負業者の責任において処分するものとし、処
分業者の発行する産業廃棄物管理票の写しを監督官に提出するものとする。

(10)基地内における規定事項の遵守

ア 本工事の実施にあたつての入門及び行動は、交通法規及び基地規則を遵守
して行 うものとし、工事場所以外への立入 りを禁止する。やむを得ず工事場

所以外への立入 りを必要とする場合は、監督官に確認の上で行 うものとする。

イ 火気を使用する場合は、火気使用申請書を提出するものとする。また、そ
の際、消火器等を準備 し安全対策の処置を行 うものとする。

ウ 仮設物を設置する必要がある場合は、監督官と調整し必要な処置を講ずる
ものとする。

(11)図書等の取扱い

設計図書等は、施工の目的以外に第二者に対して貸与、複製又は閲覧させて

はならない。なお監督官側より交付された設計図書等は工事完成後速やかに返

却するものとする。

(12)工事現場管理

ア 現場代理人は主任技術者を兼ねることができる。また、工事現場において



は常に整理整頓を心掛け、特に危険箇所の点検を実施する等、事故の未然防

止に努めなければならない。

イ 請負業者は下請業者を採用する場合は施工体制台帳及び施工体系図を作成
し、建設業の許可書及び契約書等の写し (下請共)を工事現場に備えるとと

もに監督官に提出する。

ウ 基地内の施設及び工作物、備品の保護には十分注意を払 うものとし、万一
不注意により破損 した場合は、請負業者の負担において原形に復旧するもの

とする。

(13)事故報告

請負業者は、工事の施工中に事故等が発生 した場合は速やかに監督官に報告

するとともに、必要な処置を講ずるものとする。

6 作業時間
(1)本工事は、現場閉所により週休 2日 確保する週体 2日 制工事を適用する。

(2)本工事における作業時間は、08時 00分から 17時 00分 とする。なお、作業

期間中の土曜 日、日曜 日、祝 日、夏季休暇及び年末年始休暇を作業不能 日と見

込むほか、猛暑による作業不能 日数を以下のとお り見込んでいる。

猛暑による作業不能 日数 :15日 間
7 特記事項
(1)共通事項
ア 仕様書及び図面に記載されていない施工上必要な事項については、監督官
と協議する。また、技術上当然施工すべき事項については、請負業者の負担

と責任において実施するものとする。

イ 資材置場、駐車場、喫煙場所等は、事前に監督官と調整するものとする。
ウ 基地特性上、天候の急変、濃霧又は強風等による施工への悪影響が予想さ
れる場合は作業中止とする。

工 石綿含有建材の取扱いについては、関係法令を遵守し適切に処理すること。
(2)仮設工事
ア 施工範囲外に塵埃及び塗料等が飛散 しないように養生するものとする。
イ 足場は、枠組本足場とする。
(3)撤去工事
ア 既存塗膜除去は屋根及び外壁共にRB種 とする。
イ 浮き部、錆及び脆弱な既存部は確実に除去し、活膜は活かすものとする。
ウ 既存シーリング材を撤去する時は、日地被着体に沿ってカッター等で切 り
込みを入れ、出来る限り除去する。

エ ケレン等による鉄鋼面の脆弱部、欠損部の改修方法は監督官と協議するも
のとする。

(4)建具工事
ア 建具改修は、撤去から更新まで同日で完了させ、悪天候時は作業を中止す



る。

イ 扉の建具改修は、カバーエ法とする。
ウ 建具周囲のシー リング材は、JIS A 5758と し、MS-2とする。
(5)塗膜防水工事
ア 湿度又は強風が塗膜防水材製造所等の施工基準範囲を超える恐れがある場
合は作業を中止する。特に、プライマーの接着不良や、吹付塗料の飛散防止

には十分留意 して施工するものとする。

イ プライマー施工前に塵埃等が認められる場合は、確実に塵埃等を除去する。
ウ 塗膜防水材は JIS A 6021(建築用塗膜防水材)に基づき、アクリルゴム系
塗膜防水を基準とする。

工 縦目地、横 目地及び打継 目地のシーリング材は、JIS A 5758と し、MS-2と
する。

オ 塗膜防水に用いるシーリング材は、主材料の製造所の指定する製品とし、
事前に監督官の確認を受けるものとする。

カ ケレン後にひび割れ部を確認 した場合の改修方法は、幅・深さ 。性状に応
じて適切に処置するものとする。

キ 仕上塗材は、JIS A 6909(建築用仕上塗材)と し、日塗工番号 35-50H、 色
番号 505Y/4を、色見本版により事前に監督官の承認を得るものとする。

ク 防水工事の保証期間は完成検査後 10年間とし、製造者、施工者及び請負業
者の三者連名による保証書を監督官に提出するものとする。



件  名 防水改修工事

図  名 案  内 図

縮  尺 S=NS

図

面

番

号

1   ′

 ́  9

航 空 自 衛 隊 下 飯 島 分 屯 基 地

↓
に́ ′́、
‐
 .ノ

ヽヽ´人、′

|。

阿久根

熊本県

｀
し―~/^/

鹿 児 島県

内

|

|。 薩摩川
'｀｀
マいちき
ヽ

|

監督官詰所

ダ|サ
串

島
.I島 至内川内

手 打

至長浜

案  内 図
下甑 島分 屯基 地

)0 ■ 92

,́_

くミ
`′

t,

t増″ :

/

正 門
「関係者以外不許複製」

下甑島分屯基地
(監 督官詰所 )

至長浜

下甑 島分 屯基地  配置 図

饉」:材」置場
ヽ、、

＼ ゝ
・ヽ1 ヽ

ヽ ―■ノノ \***r,
″

_監督上:j吉 班

〔



件  名 防水改修工事

■ 92平 面図図  名

縮  尺 S:=NS

図

面

番

号

,    ′~  /

/   9

「関係者以外不許複製」

F備 場 施設器材格納庫

平 面 図

航 空 自 衛 隊 下 籠 島 分 屯 基 地

|

|

「

~~~~~~~~~~~
¬

|  |

Fテ

「

~~1,
~~~T ~¬

1  自|

1       01

|| IL」
: |「

『 ]  ll
l匡」=_=_』
‖  |
‖     l
鵬       IЬ

‖   
事務菫|    ||

Л    II
‖   ||

§
|

‐

|

§
|

‐

|

曰

|―

¬

|
ヨ

沼

コ

一
一　

　

一

Ｌ
Ｉ
Ｉ
■
ｒ

コ

□

|

|

|

|



件  名 防水改修工事

図  名 立面図、屋根伏図

縮  尺 S=NS

図

面

番

号

3   ′

′   9

二

　
　
　
　

一

Ｊ

副

―

Ｉ

Ｊ

「

―

コ
ー
ー

８１
「
―
∃司

建」2豊:3_壼 丞

東皿立亘図

気 フー ドカ ′ヽ 一

南側立 面 図 北側 立 面 図

南 展開方向 北

′
1

||||||

|

1 ||

|

||||||

|

|

|

|

|

|

|

|

|

析重 H‐ ;Ю  菫ね,イ プ

||

|

|

|

||

|

|

施工場所 改修仕猥 数 量

折根屋根面積 塗腹肪水塗装

外 壁 面積 (コ ンク リー ト,I放 し 8■ ) 塗膜 防水 塗装 87 5m

外 壁 面積 (ALC根 (ア )100' 塗膜防水塗装 339 9市

建具 (扉 , カバーエ漱 25所

各種 曰地 .建 ■周囲 ンー リング 変性 シ リコー ン系 ‖S-2 624 3m

屋根¨ 外壁 仕 上塗装

「関係者 以外不許複製」

LI」

□  □

＝
非
Ｌ

に
―

レ

ｔ
ζ

屋根伏 図 航 空 自 衛 隊 下 頷 島 分 電 基 地

豊茎ユユコ重■塑 ユ=奎

量止ユ囲ユ廼Йコ旦五壺212-21%

ン~リ ング 10× 7‐

「
こ騒■1~圧覆面1,I輌蜀

「

燿9_番 号 `え〕
兵菫 」 ■L理 ど

'

爾爾爾雨 1~
投光器
~「
1プ ヨ星2X_望

'り

_:置 _壺こ」IZ °4__0

| |||||||
|‖

=外
機.

|

ヽ
＼ュ2.2」と

==■
」ェム●mュ)2上」医」i2∠」

・ tlⅢ  t― ■
|

」■笙國堕型差」 西側 立 面 図

誕備用開コ

鵠膠ふ嚇躁計柵 ン室ユ2ク1■コ_とユ

_― ―¬ ||
Fア |||

81
‐

|

い
|

|

L
皿 .地曰|

¬

_  _____11,―・ _|
薔口‐
上

コンク リー トすT,贅 し (3種 )の ■吹」」タイル′

国   「¬
日     | | s54 4ri

| |
東

|

9a1. Ail
| |

|

¬ ||
|



件  名 防水改修工事

図  名 図 一不

縮  尺 S‐ NS

図

面

番

号

4  ´

/   9

目

東側 立 面図  クラ ック長  約 4m
(内 アスベス ト含有箇 所  約 1.2m)

西側 立 面図  クラ ック長  約 35m
ALCパ ネル脆弱部約 1ぶ

(内 アスベス ト含有箇所  約 14.4m)

南側 立面 図  ク ラ ック長  約 15m
(内 アスベ ス ト含 有箇 所  約 9.6m)

北側 立 面図 ク ラ ック長  約 7 rn
ALCパ ネル脆 弱部約 1ぶ

(内 ア スベス ト含有箇所  約 1.2m)

几 例

施工 場 所

外壁 クラック延■

讚 ALC板 表 面脆 弱化箇 所
「関係者以外不許複製」

□  Iコ

LI ‐０

ロ

ーに
―
―

||

改修 仕 様

約 61mUカ ゥ トシール

(内 ア ス ペス ト含 有 6所 ) 約 26 4● ,

航 空 自 衛 隊 下 饉 島 分 屯 基 地

~~~~~~~~~~1 ~~~~¬

―
]

A LC想 壼亘 肛』」ヒ

| ] 1占 |

§

|(|||||
¬T雨雨言¬¬撃 抒 一　

　
　
　
８
¨
‘

「
コ
副

＝
―
「
―
司
日

討 ||。国
O |

真iL理聾 1」uL_______________________

|ク ラ ック箇所 (外 壁 面 )|
数 il

|

|■ 92

|

|¨ ||||||||||||



庇屋根、壁周 り詳細図

た型2Z¨_‐笙、 _ヽ_

軒先詳細図

″ _璽 _¬

パラペッ ト周 り詳細図

一■

〓

航 空 自 衛 隊 下 瓶 島 分 屯 基 地

2通壁、屋根周 り詳細図

要水切 り鋼板 (ア )0

「関係者以外不許複製」

図

面

番

号

5   ′

/   9

尺

件  名

図  名

防水改修工事

S=NS

図  示

コンクリー ト打放ち(B種 )
上吹付タイル

|

「

~ ~¬

聴
‖ ―――靱_珈__ 8L』~肩

1 41 111
≧_匹上ュ」 ||||

「
|

|

|

´´

`l´

´

´ ´
´

多イ

ン ´
´

ィ́¶
|||
|||
|ト
| |
| |
| |
| |
| |
| |
| |
| |
| |
| |

||
虫
ノ＼ン=:々

`御
二迦

|

|

|

|

|      |   |「

|   | |||
2ヽ=_2_とグ_10× 7

■f
´
´´

| |

‖ || レ
|   |||

| |‖
|

|

И

И
リ

|

|‖ |

に二 Lコ |

1歴
=I|   ||

|  ||| |

外壁擁壁、 ALC板 断面詳細図
r   llし″/  1

囮ソ 夕 」 2ク2ユ生」ユ 匡 _単_コ

光 /報
1/ク
´
||: ′‐′l

レZ″

/1

|

茫讀q

l/4:一リ
Fi;´り||′
‐
/1

2と魏 吐吐呻∝′́千4卜(
|  |||
|′   :‖

/   111

ン ン 」 と 2菫 壼 二

ヽ

lt

|,||170 "|

|  ||140 :|

「

¬

「

~~¬
|  :||   .|

|  l   il
l l  ll

_■222-ト エ返_ち B畳12

|



折板屋根詳細図

8

タイ トフレームA型

~藤

ヽ

ヽ
ガ＼
/ア    ヽノ

_■''| 
′

R

8

R

8

※枠 、文字共 に黒色 塗装
※建物番号 (黒 )現 場合わせ黒色塗装

92
物

号

建

番

役 光 醤

L-30×

L璽」

Ｆ

Ｉ

外壁 目地

‖ |

コ

踪

縦 目地 横 目地

「

¬

打継 目地

プラステツク製換気バイブ

i-t)t, 1ot7

1.1虫
'い

既存外蜃

下地積整 〈下鑢クラック.●汁壼下.エフロレクセンス)

「関係者以外不許複製」

仕上げ保腱な11 02`k`,耐以上 20独 リ

妨水材 17けお以上

■菫材 0,～ 10セ′

“

下地躙聾 プライマー 01～ 05k″

“

件  名 防水改修工事 図

面

番

号

6  ノ

/   9
図  名 図 一不

縮  尺 S=NS

航 空 自 衛 隊 下 甑 島 分 屯 基 地

建物番号表示詳細図 |
投光器詳細図

「

~~~~~~~~~~~~¬

「
T~~~~~~~日

~~~~~~~~~~~~~~口

|

巨轟製

‖
|1種  目 |1 倉庫建  ||

ヽ

―

”

ゝ
‖壼 正 三聖■い
、L-30X30

|

|

91
~|

:′
|

|

||

|

|

|

11

|

天丼換気孔プラスチックパイプ詳細図 施工標準断面図

|

|

躍目爾・

,｀
‐‐
,ソ
´

′ク′

/

コ
|

¬

|

|,‐
‐‐
:|‐ ||||||‐

‐
―
夕

|

|IF
国⊥麺

ク
||｀パックアップ材



件  名 防水改修工事

図  名 建具表

縮  尺 S=NS

図

面

番

号

7   ′

/   9

①

　

①
　
　

①

　

⑪

い

⑪

　

⑮

¨ む 0

:''' '' 1 .■
) ① ① ステンレス片開き戸

取量 IA-4か 所 i開 か所 〕☆■か所 :3-い所
|

110か 所 131か所

「

~¬

§
|

／
　

　

ヽ

／

ヽ

「

~~¬

「

8[

10×

' =性
ンリコーンス MS-2 10メ

' 
■性シリコーン系 MS-2 10× i 贅,1シ リコーン系 MS-2

172耐

オーバースライディングドア (′ イヽリフト型,

シーリング

:108■

「関係者以外不許複製」

航 空 自 衛 隊 下 頷 島 分 屯 基 地

|

|

|

|

|| |「
|| ||

||プ |

下¬
||   |

「
|「 N~~~~
| ||＼

|

|

|=== | §||←  ＼
| ～|1  /

I L∠___

||  ||
|| |こ

|

「

~~
´ ― ― ―

´

´ ―
´ ´
´

||

|1記
号にモ,オーバースライディングドア(スタンダード型)l①

|

||  |
||    |

|1姿

図

|

:|

|      |

1 量|

‖ ILヒL土」 I Lヒ±=量」 |



件  名 防水改修工事

図  名 建具詳細図

縮  尺 S― NS

図

面

番

号

8   ノ

′   9

航 空 自 衛 隊 下 甑 島 分 屯 基 地

in

|●

名 称 ステンレス片開さ戸

補

●

後

@ ^r,,^nuer

形 状

及 び

寸 法

「

~~¬

蜃匠 100.枠 見込み 100.暉 暉 140

＼

／

/

/

＼

／

処 置 扉交換 (カ バー I法 )

塗 装 無し (●面仕上|ア )

鞍 ヨ 1カ 所

付属金属等 本締 リモノ ロック錠 Xl.T番 ×3. ドアク ローザー × 1

11

修

名 称 t:||′ ステンレス片躍●戸

イ11

「

i´

(3)ス テンレス,ヤ腑e戸

形 状

及 び

寸 法

「

~~~

に

.||

|

| '

| ′

璧厚 |100.枠 見込み ,185.暉 摩 ‐
`O

「

~~¬

＼

／

|■ |‖ 扉 交換 (カ バーエ法 )

予 ■ 無 し (銀 面仕 上 げ )

1カ 所

付属 金属 等 本綺 リモノ ロック錠 Xl.T番 ×3. ドアクローザー × 1
「関係者以外不許複製」

~~¬
1

―
鯛
「
―
ゴ

|

|

| 」 |  |

|  |
|  |
|  |
|  |
|  |
|  |
|  |
|  |

||

|

|

||

IL匹 _劃

目

|     |

|     |

1前 |

|

「

|

|

|

|



吹 付 タ イ ル

｀

'~―
―― _タユえ曇」は2ニ コ趣墾 壺

CI.枠周り詳細図

一
ｍ
Ｆ

“
一
あ
一
ｒ柘
口

．ｌ

　「
―
―

「関係者 以外不許複製」

件  名 防水改修工事 図

面

番

号

図  名 図  示

q   ´

/   9

縮  尺 S,=NS

航 空 自 衛 隊 下 飯 島 分 屯 基 地

|

1超り枠周り詳細図

生LE工
`麟
辛ナ,£ 、こに|:イ

|

ミツ征弘 2
||ク2え2二L022二上0ユユ

|′

/欄=押…

|

|

困

|

|

||

/

″

一
目

・

、

「

|  ||

卜」野

■
〓 ´~~~。

「 ―
~~~~~~~

/丁7可〆π

― ____P.8_にと12 5:必 EPLOS50型 下
'じ

｀
L゙ιモ′堕2_と左菫

ヽ

せLiL■_2■■■21ゴ ム /

|

、`直 水モル」LLttiH
|

t-)>u1av7

生亜路■キ♀

シ」
=リ
ン́ L110× 7

ン~リ ング 10Xフ
ー

~~~~~~~~~~

′  _コ ンクユー上工施し_ω 回∽ 上歯 曇菫ユ

「9さ:=/鰤
B[][トー止M=|    コ
| 卜 饉ヽ人ニュ堕2勁ェ |

| ||＼四_左 1室21:三z_2二_ン_コL笙 |

斗 ―  量|

|=‐
     ~ ‐

| ∞ .

| ||
| ||

L」
'~フ
~~~

ゞ
~´ 1/

~~千
可″/形をア~礼
不鰊妙

ALC板 (ア )100
-―
―‐~~i吹
「行,~7ラフ

~~

防水モル タルえ鎮′

ン~リ ング 10× 7


